




Author(s)岩佐, 順子; 山根, 寛; 腰原, 菊恵; 山本, 可奈子; 須田, 満子;菅, 佐和子; 梶原, 香里; 岸, 信之; 林, 拓二








健康科学 第2巻 2005  




寛＊＊，腰原 菊恵＊＊  
満子＊＊＊＊，背 任和子＊＊＊  
信之＊，林  拓二＊＊＊＊  
岩佐 順子＊， 山根  
山本可奈子＊，須田  
梶原 香里＊，岸  
表1 医学部保健学科教員の臨床業務と協力体制  










得て，2年半が経過した。   
今回は，京大病院精神科作業療法の概要と2004年度  
の現状を，精神科神経科病棟の動向とともに報告し，  
今後の課題や展開について考察する。   










（看護士）の雇用と保健学科教員3名の診療従事，そ   
職 種   形 態   人数  参加頻度   
作業療法士  専従有期間雇用   ロ  
ロ  
2  
臨床心理士  非専従（保健学科教員）  ロ  
非専従（ボランティア）  ロ  






























PsychiatricDayCareUnit，KyotoUniversityHospital   
＊＊京都大学医学部保健学科作業療法学専攻  
Division of OccupationalTherapy Schoolof Health  
Sciences，FacultyofMedicineKyotoUniverslty  
＊＊＊京都大学医学部保健学科看護学専攻  




受稿日 2005年9月9日  
ー 51－   
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表2 精神科作業療法プログラム  
月   火   水   木   金   
病棟カンファレンス  パラレルOT   
課題G   （病棟内）  個別OT  感覚運動G  感覚運動G         課題G  
午前  
（個別OT）   
パラレルOT（作業療法室）  
午後  課題G  




4 5  6  7 8  9 101112 1 2 3  
月  
図11日平均参加人数   
















5．参加者の年齢層   
入院患者は20歳代の参加者が全体の30．5％，次いで  
～19  ～29  ～39  ～49  ～59  ～69  ～79  不明  
年齢  































醜鎖劫刷入院女性   
脚応 那   
間組 外来女性  
一合計   
∴ ＋ 
∴l‾■∴＿ご・∴1－11＋  
図4 疾患別処方特性   
4 5 6 7 8 9 1011121 2 3  
月       図2 月別処方数  
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当面の課題と新たな取り組み   

























′）1週目  ′）2週目  ′）3週日  ′・、ノ4週目  ′、J2か月  ′～3か月  
図5 入院から処方までの日数  
傷性や神経内科疾患による精神障害の患者が多く含ま  
れていることは近年の傾向である。  




























～1か月 1～2か月 1～3か月  3～6か月 6か月～1年 1年～  
図6 作業療法利用期間  
ー 53 －   
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業療法の歩み－．京都大学医学部保健学科紀要，2004；   
1：00－00  
2）山根 寛：場（トポス）を生かす．山根 寛，香山明   
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